









































































































































































































































































































































































































































































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
、これが、
私が、毎日、生きてゆこうとしている気持であります（傍点、長崎）
30）。
　二つ目の根拠は、岸本の宗教理解である。岸本は、宗教を人間の
問題の解決にあずかるものと理解し、人間の問題が存在するかぎり
宗教が存在すると主張した31）。天国や地獄といった来世観・他界観
や霊魂観を欠いていたとしても、人間の問題の究極的な解決にあず
かるのが宗教であるという理解である。岸本は、この自らの宗教観
を、みずからのガンとのたたかいのなかで検証した。そして、前章
で見たように、死という人間の問題を究極的に解決できるまでにい
たったという意味で、それは宗教であった。
　ここまでの根拠は、あくまでも岸本の主観や宗教観にそくしたも
のである。その意味において、それは充分な根拠とは言えないかも
しれない。そこで、三つめの根拠は次の通りである。
　すなわち、岸本のガンとのたたかい、死の受容のプロセスにおい
て、死を「別れのとき」と見たことが大きな転機となったことは誰
－ 70－
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もが認めるところであるが、それによってもたらされた超越の契機
が決定的な意義をもったことはこれまで指摘されてこなかった。そ
の見方によって、岸本に回心がもたらされ、超越的な死を自己の主
体的な問題として捉えることが可能になり、岸本にとって死につい
ての新たな理解が可能となった。このことが岸本の死の問題の解決
にあずかり、岸本は死生の安心を得ることができた。
　このような岸本の歩みは、伝統的な来世観・他界観も霊魂観もも
たないが、「宗教」と呼ぶことに何の問題もない。むしろ、経験に
つながれた人間の超越について、新たな可能性のひとつを示したと
言ってもよいだろう。
　ここまで論じてきて、あらためて「死の受容」とはどういうこと
なのかと考えこんでしまう。私たちはどうしても「苦しみのない穏
やかな」状態で死を迎えることを「死の受容」と考えてしまうが、
岸本のケースによって、そのことについて再考させられるのであ
る。というのも、本稿で論じたように、岸本はまちがいなく救われ、
死を受容したと言えるけれども、だからといって生命飢餓感から解
放されたわけではなく、それは最後まで残ると述べていたからであ
る。もしかすると、生命飢餓感に苛まれ、さまざまな苦しみに悩ま
されていたとしても、「死の受容」はありうるのかもしれない。こ
うした問題が残っていることを確認して、稿を閉じることにする。
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